




























-1992年 8月)，② JP/MARC;和図書書誌データが 1，104，188件 (1969









に出版 ・刊行の図書〉については学情ネットを介し， N ACSIS-CA Tデー
タベース及び各種参照MARCファイル CLC，JP， UK， TRCなどの書誌
データベース〉の書誌データを利用することによって(オンラインシェア ー









といわれている。つまり， N ACSIS-CA Tに収録された学術図B・雑誌の
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(Intemational Standard Bibliographic Description ;闘際標準書誌記述〉
の制定により，初めて国際標準化が図られた。そして. 1975年以降に出版
される図書には， ISBN CIntemational Standard Book Number)の付与
5 -134一
図笛目録カ ー ドの遡及変換入力
(注) lllI中仁コ内隠包緩項目名・悶項包デ - 'J .口uスベース.
f...J内は記 鰻 項 目 自 の区切り包号などを表す
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注記事1
(a) 書名目録カ ー ド
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図書カード 1枚分(平均 284文字〉の平均処理時間は，画像入力に 13秒，






























































第2に，項目分類 ・抽出 〈理解〉処理系における知識情報の適用 ・利用
の問題である。図書目録カードには，項目名が記載されていない。つまり
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